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論文内容  

 指示副詞についての研究は岡崎友子の一連の研究など多くあるが、指示詞にその他

の語がついた指示詞派生語彙については個別の検討が中心で、それらを体系的に整理し

たもの及びその機能の連続性についての考察は見られない。また、指示詞が副詞化する

と、低評価を表すことが多いと感じられる。そこで本発表は指示詞派生副詞「こんなに」

系と「これほど」系の程度性に着目し、指示詞派生語彙の連続性について考察した。 

 指示詞派生のプロセスとして竹内（2017）で「それから」で行った指示詞から接続詞

化するプロセスを援用した。竹内（2017）では「指示詞→指示機能を持つ機能→接続詞独

自の機能」というプロセスを提示したが、程度を表す指示詞派生副詞については、「指示

詞→程度の機能→程度＋評価」の順に派生すると仮定した。 

 用例を検討すると、「指示詞＋付属語」となる例は「こんなになる」「そんなになる」

の形しか現れず、「これほど」系では見られなかった。次に評価の入らない程度の用法で

あるが、「こんなに」系、「これほど」系どちらも数量およびものの大きさのはなはだしさ

を表していて、数量に関連するものや特定の事物に対して用いられる点が確認できた。そ

して「程度＋低評価」の例であるが、用例の半数以上を占め、「こんなに」系、「これほど」

系の主たる用法となっている点が確認できた。低評価がある以上、高評価があると考えら

れるが、高評価となるものは「私も十年前にこの委員会に参加をしまして、これほどにぎ

わっているのは初めてでございます。（国会）」の例のみで、ほかに高評価に近づくものは

「こんなに／これほど＋低評価の語の否定」の形があるが、これらの例は典型的な高評価

とは言えない。なお、「こんなに」系、「これほど」系のもととなる指示詞「こんな」「こ

れ」は評価が入らず、高評価・低評価ともに用いられる点からみても、程度に評価が加わ

る点は指示詞派生副詞としての特徴ということができるだろう。 

 指示詞派生副詞において、否定的評価のみが独立することは指示詞の機能から見て

も考えにくく、高評価についても使えるはずだが、現時点ではほとんど用例が現れず、二

重否定形式でみられるのみとなっている。そうした点からみると、指示詞派生副詞は発展

途上のものであると考えられる。歴史的に見たときに両者共存していたが、低評価のみ残

った可能性があるが、今後の課題としたい。 
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